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論文は全 6 章より成る。 
 第 1 章では、FRCC の構造利用および RC 造建物の柱梁接合部に関する既往の研究の調査結果を整
理し、本論文の研究背景および目的を述べている。第 2 章では、FRCC における繊維の架橋性能を材
料レベルで確認および検討するために、ポリビニルアルコール（PVA）繊維、アラミド繊維およびポ
リプロピレン（PP）繊維を対象として FRCC の一軸引張試験および曲げ試験を行い、材料としての引
張強度を求めている。第 3 章では、上記 3 種類の合成繊維が柱梁接合部の性能に及ぼす影響を検討す
るために接合部試験体を作製して加力実験を行い、繊維の種類によって架橋効果が異なることを明ら
かにしている。第 4 章では、FRCC における繊維の配向性が架橋性能に及ぼす影響を検討するために、
2 種類の打設方法で接合部試験体を作製して加力実験を行い、打設方法が構造性能に及ぼす影響は大
きくないことを示している。第 5 章では、実験により得られた柱梁接合部のせん断強度を評価してい





審 査 の 要 旨 
【批評】 





















令和 2 年 2 月 10 日、システム情報工学研究科において、学位論文審査委員の全員出席のもと、著
者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、学位論文審査委員全員
によって、合格と判定された。 
【結論】 
上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分
な資格を有するものと認める。 
 
